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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　色材成分を含有するインクを、該インク中の色材成分を凝集させる成分を含有する反応
液が付与された中間転写体の画像形成面に、インクジェット記録方法で付与することによ
り中間画像を形成する中間画像形成工程と、該中間画像が形成された該画像形成面に記録
媒体を圧着して該中間画像を該画像形成面から該記録媒体へ転写する転写工程と、転写工
程後の中間転写体をクリーニングするクリーニング工程とを有する転写型インクジェット
記録方法であって、
　該クリーニング工程において、該インク中の色材成分を凝集させる成分を含有するクリ
ーニング液を中間転写体上に付与し、凝集させた色材成分を除去することを特徴とする転
写型インクジェット記録方法。
【請求項２】
　前記インクが含有する色材成分を凝集させる成分と、前記クリーニング液が含有する色
材成分を凝集させる成分とが、同一の成分である請求項１に記載の転写型インクジェット
記録方法。
【請求項３】
　前記反応液と、前記クリーニング液とが、同一の組成からなる請求項１または２に記載
の転写型インクジェット記録方法。
【請求項４】
　前記クリーニング液が含有する色材成分を凝集させる成分が、インクのｐＨを変化させ
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るｐＨ処理剤である請求項１～３のいずれか１項に記載の転写型インクジェット記録方法
。
【請求項５】
　前記クリーニング液が含有する色材成分を凝集させる成分が、多価金属塩である請求項
１～３のいずれか１項に記載の転写型インクジェット記録方法。
【請求項６】
　前記クリーニング液が含有する多価金属塩の金属イオン濃度が１質量％以上、２０質量
％以下である請求項５に記載の転写型インクジェット記録方法。
【請求項７】
　色材成分を含有するインクを、該インク中の色材成分を凝集させる成分を含有する反応
液が付与された中間転写体の画像形成面に、インクジェット記録方法で付与するインク吐
出部と、中間画像が形成された画像形成面に記録媒体を圧着して該中間画像を該画像形成
面から記録媒体へ転写する転写部と、転写後の中間転写体をクリーニングするクリーニン
グ部とを有する転写型インクジェット画像形成装置であって、
　該クリーニング部は、該インク中の色材成分を凝集させる成分を含有するクリーニング
液を中間転写体上に付与するクリーニング液付与部と、凝集させた色材成分を除去する除
去部を有することを特徴とする転写型インクジェット画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、転写型インクジェット記録方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　印刷方式の１つとして、反応液を付与した中間転写体上に、インクジェット記録方法に
てインクを吐出して中間画像を形成し、形成した中間画像を記録媒体に転写して最終画像
を形成する記録方法（転写型インクジェット記録方法）が知られている。
【０００３】
　転写型インクジェット記録方法では、中間転写体上に付着する埃や繊維、残留インク等
が、その後の画像形成を阻害し、画像品位を劣化させるという課題がある。例えば、中間
転写体と記録媒体の接触に影響を与え、転写不良が発生し、白抜けなどの原因となる。
【０００４】
　そこで、中間転写体上をクリーニングする方法として、特許文献１に記載の方法がある
。この方法は、液体を中間転写体に塗布、或いはフェルトや不織布等からなる前記クリー
ニング部材に液体を含浸させた後に、クリーニング部材を中間転写体に当接させて移動さ
せ、中間転写体上の残留インクを拭き取るものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－１２７３５６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１の方法によれば、中間転写体上から残留インクを液体クリーニング方法によ
り除去することが可能であるが、以下のような課題がある。反応液の中間転写体への付与
不良、特に停電や紙づまり等の緊急停止によって中間転写体上に反応液の付与ができない
領域があると、インクが中間転写体上で反応液と接触することができず、インクを凝集さ
せることができない部分が出る。凝集していないインクは、記録媒体に十分に転写せず、
転写後に中間転写体上に残留インクとして残る。この残留インクは、中間転写体との付着
力が強いためか、従来の液体成分である水、水溶性有機溶剤、界面活性剤等からなるクリ
ーニング液だけでは十分にクリーニングすることができない場合がある。
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【０００７】
　従って、本発明は、反応液の付与ムラによって生じる中間転写体上の残留インクを良好
に除去する転写型インクジェット記録方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題は、以下の本発明によって解決される。即ち本発明は、色材成分を含有するイ
ンクを、該インク中の色材成分を凝集させる成分を含有する反応液が付与された中間転写
体の画像形成面に、インクジェット記録方法で付与することにより中間画像を形成する中
間画像形成工程と、該中間画像が形成された該画像形成面に記録媒体を圧着して該中間画
像を該画像形成面から該記録媒体へ転写する転写工程と、転写工程後の中間転写体をクリ
ーニングするクリーニング工程とを有する転写型インクジェット記録方法であって、該ク
リーニング工程において、該インク中の色材成分を凝集させる成分を含有するクリーニン
グ液を中間転写体上に付与し、凝集させた色材成分を除去することを特徴とする転写型イ
ンクジェット記録方法である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、反応液の付与ムラによって生じる中間転写体上の残留インクを良好に
除去する転写型インクジェット記録方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の画像形成装置の一例である。
【図２】本発明の記録方法の一概念図である。
【図３】本発明の記録方法のフロー図の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の転写型インクジェット記録方法及び転写型インクジェット画像形成装置を詳細
に説明する。
【００１２】
　＜画像形成装置の全体構成＞
　本発明の転写型インクジェット記録方法を行う画像形成装置の全体構成の一例を図１に
示す。画像形成装置１は、中間転写体２、反応液付与部３、インク吐出部４、溶媒除去部
５及び転写部６を主たる構成とし、更に、クリーニング部７、画像定着部８、記録媒体搬
送部９を備えている。中間転写体２は所定幅を有する無端状のベルトで構成され、複数の
ローラ１０、１１、１２に巻き掛けられた構造となっている。複数のローラ１０、１１、
１２のうち少なくとも１つの主ローラ１０には、モータ（不図示）の動力が伝達され、こ
のモータの駆動により中間転写体２が各ローラ１０、１１、１２の外側を図１の矢印Ａ方
向（以下転写体回転方向）に回転するように構成されている。その回転と同期して、周辺
に配置された反応液付与部３、インク吐出部４、転写部５、溶媒除去部６、クリーニング
部７、及び画像定着部８の各ユニットが作動するようになっている。本実施形態において
は、転写時の加圧に耐え得る強度や寸法精度から、ポリウレタンベルトを中間転写体２の
支持部材として用いている。中間転写体２の支持部材は、中間転写体２の表層が記録媒体
１３と少なくとも線接触可能となるものであればよく、適用する画像形成装置の形態ない
しは記録媒体１３への転写の形態に合わせ、例えばローラ状、ドラム状でもよい。
【００１３】
　＜中間転写体＞
　中間転写体２は、インクをいったん受領し、形成した中間画像を記録媒体に転写する特
性が重要である。特に転写性が高ければ使用するインクの利用効率が良く、廃棄されるイ
ンクがほとんどなくなると同時にクリーニング工程の負荷が低減される。そのための中間
転写体２の表面はインク非吸収面であり、より好ましくは非接着面であることが好ましい
。さらに、紙などの記録媒体の表面に追従し、十分に接触させるための弾性を有すること
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が有効である。これらの特性を満たす材料としては、たとえば、各種プラスチックやゴム
などが挙げられる。特に、非接着性の面からシリコーンゴムやフロロシリコーンゴム、フ
ッ素ゴムなどが好ましい。これらのゴムは表面エネルギーが低く、インク受領性が良くな
い場合があるので使用するインクに応じて表面処理を施すことが好ましい。表面処理の例
としては、薬品を用いた化学的処理や表面形状を変える物理的処理、紫外線やプラズマを
照射するエネルギー照射処理等が挙げられる。本発明においてはこのような中間転写体が
好ましい。中でも、使用する反応液との接触角が１０°以上１００°以下となる中間転写
体と反応液の組み合わせが好ましい。
【００１４】
　＜反応液付与部＞
　反応液付与部３には、反応液を中間転写体２上付与するユニットとして反応液塗布ロー
ル１４、反応液供給ロール１５、反応液量規制ブレード１６、対抗ロール１７を用いたロ
ールコーターが配置されている。これにより、インクを凝集させるための反応液が中間転
写体２の表面に付与される構成となっている。反応液付与部３の反応液付与手段としては
、スプレーコーター、スキージ、インクジェット方式等、従来用いられている技術がいず
れも使用可能である。
【００１５】
　（反応液）
　本発明の反応液は、インク中の色材成分を凝集させる成分を含有する液体である。イン
ク中の色材成分を凝集させる成分は、使用するインクの顔料、染料の成分によって適切に
選択することが好ましい。微粒子が分散されてなる顔料インクに対しては、金属イオンや
水素イオン濃度（ｐＨ）を変化させる酸緩衝液等のｐＨ処理剤を含有する液体であること
が好ましい。
【００１６】
　インク中の色材成分を凝集させる成分としては、例えば金属塩、ｐＨ処理剤が挙げられ
る。金属塩の金属イオンとしては、例えば、Ｃａ２＋、Ｃｕ２＋、Ｎｉ２＋、Ｍｇ２＋及
びＺｎ２＋等の二価の金属イオンや、Ｆｅ３＋及びＡｌ３＋等の三価の金属イオンが好ま
しい。これらの金属イオンを含有する液体を塗布する場合には、金属塩水溶液として塗布
することが望ましい。金属塩の陰イオンとしては、Ｃｌ－、ＮＯ３－、ＳＯ４

２－、Ｉ－

、Ｂｒ－、ＣｌＯ３
－、ＲＣＯＯ－（Ｒは炭素数１～５のアルキル基）等が挙げられる。

【００１７】
　反応液の金属塩含有量は、０．０１質量％以上が好ましく、０．１質量％以上がより好
ましい。また、９０質量％以下が好ましい。
【００１８】
　ｐＨ処理剤としては、無機電解質ではアルカリ金属塩類、有機酸では、有機カルボン酸
、有機スルホン酸等が挙げられる。具体的には、ポリアクリル酸、酢酸、メタンスルホン
酸、グリコール酸、マロン酸、リンゴ酸、マレイン酸、アスコルビン酸、コハク酸、グル
タル酸、フマル酸、クエン酸、酒石酸、乳酸、スルホン酸、オルトリン酸、ピロリドンカ
ルボン酸、ピロンカルボン酸、ピロールカルボン酸、フランカルボン酸、ビリジンカルボ
ン酸、クマリン酸、チオフェンカルボン酸、ニコチン酸、若しくはこれらの化合物の誘導
体、又はこれらの塩等の中から選ばれることが好ましい。上記の化合物は、１種類で用い
ても、２種類以上を併用してもよい。反応液のｐＨは、インクとの凝集性能の観点から１
．０以上６．０以下であることが好ましい。より好ましくは２．０以上であり、さらに好
ましくは３．０以上である。また、より好ましくは５．０以下である。
【００１９】
　反応液の、ｐＨ処理剤の含有量は、処理液の全重量に対し、０．０１質量％以上９０質
量％以下であることが好ましい。より好ましくは１質量％以上であり、さらに好ましくは
３質量％以上である。また、より好ましくは８０質量％以下であり、さらに好ましくは６
０質量％以下である。０．０１質量％未満の場合は、反応液とインクが接触した時に濃度
拡散が十分に進まず、ｐＨ変化による凝集作用が十分に発生しないことがある。含有量が
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９０質量％を超える場合には、ｐＨ処理剤の種類によっては、処理液中に、凝集材が不溶
物として不均一に存在する場合があり、これにより、反応液の塗布、インク像の形成が困
難となる場合がある。
【００２０】
　本発明の反応液は、上記成分に加えて、水、添加剤、有機溶媒及び界面活性剤等を含有
することが好ましい。
【００２１】
　＜インク吐出部＞
　反応液付与部３より中間転写体２に反応液が塗布された後、インク吐出部４から画像形
成面にインクを吐出し、選択的に付与することで中間転写体２上に中間画像（ミラー画像
）を形成する中間画像形成工程を行う。インク吐出部４は、反応液付与部３の転写体回転
方向下流側に配置される。インク吐出部４には、ブラック（Ｋ）、シアン（Ｃ）、マゼン
タ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）の各色インクに対応する記録ヘッド１８Ｋ、１８Ｃ、１８Ｍ、
１８Ｙが設けられている。各記録ヘッド１８Ｋ、１８Ｃ、１８Ｍ、１８Ｙは、中間転写体
２に対向する吐出面から、外部の画像信号に応じて対応する各色インクを吐出する。これ
により、中間転写体２の画像形成面に各色インクが付与され、中間画像が形成される。
【００２２】
　インク吐出部４は、そのインク吐出方式や形態について特に限定されるものではない。
コンティニュアス方式のほか、電気熱変換素子（発熱素子）や電気機械変換素子（ピエゾ
素子）などを用いるオンデマンド方式にてインク吐出を行うものを用いることもできる。
また、インク吐出部４の形態としては、例えば図１の構成に関して言えば、図面に直交す
る方向にインク吐出口を配列してなるラインヘッド形態の記録ヘッドを用いるものとする
ことができる。また、中間転写体２の接線または周方向の所定範囲に吐出口が配列された
ヘッドを用い、これを軸方向に走査しながら記録を行うものでもよい。さらに、画像形成
に使用するインクの色に応じた数のヘッドを用いることもできる。
【００２３】
　（インク）
　インクとしては、インクジェット用インクとして広く用いられている、具体的には色材
である染料や顔料を溶解および／または分散させたインクを用いることができる。特に、
顔料インクは、堅牢性のよい印刷画像が得られるため好ましい。
【００２４】
　染料としては、例えば、Ｃ．Ｉダイレクトブルー６、８、２２、３４、７０、７１、７
６、７８、８６、１４２、１９９、Ｃ．Ｉアシッドブルー９、２２、４０、５９、９３、
１０２、１０４、１１７、１２０、１６７、２２９、Ｃ．Ｉダイレクトレッド１、４、１
７、２８、８３、２２７、Ｃ．Ｉアシッドレッド１、４、８、１３、１４、１５、１８、
２１、２６、３５、３７、２４９、２５７、２８９、Ｃ．Ｉダイレクトイエロー１２、２
４、２６、８６、９８、１３２、１４２、Ｃ．Ｉアシッドイエロー１、３、４、７、１１
、１２、１３、１４、１９、２３、２５、３４、４４、７１、Ｃ．Ｉフードブラック１、
２、Ｃ．Ｉアシッドブラック２、７、２４、２６、３１、５２、１１２、１１８等が挙げ
られる。
【００２５】
　顔料としては、例えば、Ｃ．Ｉピグメントブルー１、２、３、１５：３、１６、２２、
Ｃ．Ｉピグメントレッド５、７、１２、４８（Ｃａ）、４８（Ｍｎ）、５７（Ｃａ）、１
１２、１２２、Ｃ．Ｉピグメントイエロー１、２、３、１３、１６、８３、カーボンブラ
ックＮｏ２３００、９００、３３、４０、５２、ＭＡ７、８、ＭＣＦ８８（三菱化成製）
、ＲＡＶＥＮ１２５５（コロンビア製）、ＲＥＧＡＬ３３０Ｒ、６６０Ｒ、ＭＯＧＵＬ（
キャボット製）、Ｃｏｌｏｒ　Ｂｌａｃｋ　ＦＷ１、ＦＷ１８、Ｓ１７０、Ｓ１５０、Ｐ
ｒｉｎｔｅｘ３５（デグッサ製）等が挙げられる。これらの顔料は、形態としての限定を
受けず、例えば、自己分散タイプ、樹脂分散タイプ、マイクロカプセルタイプ等のものを
いずれも使用することが可能である。その際に使用する顔料の分散剤としては、水溶性で
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、重量平均分子量が１，０００～１５，０００の分散樹脂が好ましい。具体的には、例え
ば、ビニル系水溶性樹脂、スチレンおよびその誘導体、ビニルナフタレンおよびその誘導
体、α，β－エチレン性不飽和カルボン酸の脂肪族アルコールエステル、アクリル酸およ
びその誘導体、マレイン酸およびその誘導体、イタコン酸およびその誘導体、フマール酸
およびその誘導体からなるブロック共重合体或いはランダム共重合体、及びこれらの塩等
が挙げられる。
【００２６】
　また、記録媒体に形成する最終画像の堅牢性をより向上させるために、インクは水溶性
樹脂や水溶性架橋剤を含有することが好ましい。用いられる材料としては、インク成分と
共存できるものであれば制限は無いが、水溶性樹脂としては上記した分散樹脂等をさらに
添加することが好ましい。水溶性架橋剤としては、反応性の遅いオキザゾリンやカルボジ
イミドがインク安定性の面で好ましい。上記した色材と共にインクを構成する水系液媒体
中には、有機溶剤を含有させることができる。有機溶剤としては、下記に示すような、高
沸点で蒸気圧の低い水溶性の材料であることが好ましい。例えば、ポリエチレングリコー
ル、ポリプロピレングリコール、エチレングリコール、プロピレングリコール、ブチレン
グリコール、トリエチレングリコール、チオジグリコール、ヘキシレングリコール、ジエ
チレングリコール、エチレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノ
メチルエーテル、グリセリン等。また、これらの中から選択した２種類以上のものを混合
して用いることもできる。また、粘度、表面張力等を調整する成分として、エチルアルコ
ールやイソプロピルアルコール等のアルコール類や界面活性剤をインク中に添加すること
もできる。
【００２７】
　インクを構成する成分の配合比についても限定を受けることがなく、選択したインクジ
ェットヘッドの吐出力、ノズル径等から吐出可能な範囲で、適宜に調製することが可能で
ある。一般的には、質量基準で、色材；０．１～１０質量％、溶剤；５～４０質量％、界
面活性剤；０．０１～５質量％とし、残りを純水で調整したインクを用いることが好まし
い。
【００２８】
　＜溶媒除去部＞
　溶媒除去部５は、中間転写体２上に形成された中間画像から転写可能な状態にまで液体
成分を除去するために加熱送風機（不図示）を設けた乾燥炉１９が配置されている。記録
媒体の最適な転写条件のために中間転写体２上に形成された中間画像から液体成分を減少
させることが好ましい。液体成分の減少が不十分だと次工程である圧接転写工程において
余剰液体がはみ出し画像を乱し、また転写不良を引き起こすことがある。液体成分の減少
手段としては旧来用いられている各種手段のいずれも用いることができる。具体的には、
加熱による蒸発を用いる手段や乾燥空気を送風する手段、吸収体による液体吸水手段、ま
たこれらを組み合わせる手段が好ましい。
【００２９】
　＜転写部＞
　転写部６には、中間転写体２の画像形成面に形成された中間画像に記録媒体１３を圧着
して、中間画像を転写する加圧ローラ２０が配置されている。図１に例示した装置におい
てはベルト搬送ローラ部材１１と加圧ローラ２０で中間転写体２と記録媒体１３を挟み込
むように加圧し、転写工程の効率を高めている。本形態によれば、この段階で既に中間転
写体２上でインク中の液体成分は減少し高粘度化されているので、コート紙などインク吸
収量の少ない記録媒体を用いても良好な画像を形成することができる。
【００３０】
　＜搬送部＞
　搬送部８では、給紙トレイ２１から排紙トレイ２２へ転写部６を記録媒体１３が通過し
て搬送される。カット紙の搬送機構は、旧来用いられた手段を用いることができる。具体
的にはローラとガイドを用いたものがある。記録媒体１３の重送発生を抑制し、搬送を安
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定にするために、給紙トレイに積載された紙の側面からエアーを送風し、記録媒体１３の
搬送を容易にする機構や、記録媒体１３の湿度変化の伸縮を防止するため温度調節機構等
を用いてもよい。記録媒体１３の形状としては本実施形態の画像形成装置例においてはカ
ットシートを用いたが、ロール紙を用いた連続紙シートでも良い。
【００３１】
　＜クリーニング部＞
　クリーニング部７では、転写工程後の中間転写体２を繰り返し次の画像形成に用いるた
め、中間転写体２表面をイニシャライズする。中間転写体２表面をイニシャライズすると
は、一連の画像形成方法によって連続に画像形成を行っても、形成される画像品位の劣化
を抑える中間転写体の表面状態にすることである。クリーニング部７は、転写部６の転写
体回転方向下流側であって、反応液付与部３の転写体回転方向上流側に配置される。
【００３２】
　図１に例示した装置においては、クリーニング液供給ユニット２３とクリーニング液拭
き取りユニット２４の２つのユニットが配置されている。クリーニング液供給ユニット２
３は、クリーニング液２５をクリーニング液理供給タンク２６から２本のクリーニング液
供給ローラ２７、２８とクリーニング液塗布ローラ２９とのクリーニング液塗布部により
、中間転写体２の表面にクリーニング液２５の付与を行う。次に、凝集させた色材成分の
除去部であるクリーニング液拭き取りユニット２４では、クリーニング液供給ユニット２
３で付与されたクリーニング液２５を除去する。クリーニング液拭き取りユニット２４は
、クリーニングローラ３０に２本のローラ３１、３２に不織布３３を張架し、クリーニン
グローラ３０に中間転写体２を介して対向して配置される対向ローラ３４とで構成されて
いる。クリーニングローラ３０が中間転写体２上に当接し、クリーニング液２５を拭き取
りながら、中間転写体２の表面をクリーニングする構成となっている。また、クリーニン
グ液拭き取りユニット２４では、不織布３３を順次繰り出し新しい面を形成することによ
りクリーニング液２５を拭き取ると同時に、中間転写体２の表面の埃、塵や凝集させた色
材成分（残留インク）を除去し、中間転写体２の表面をイニシャライズする。
【００３３】
　付与するクリーニング液の中間転写体上での平均厚さは、０．１μｍ以上１０μｍ以下
が好ましい。薄すぎると、クリーニング効果が低下する。また厚くなるとクリーニング液
拭き取りローラ２４での拭き取り量が多くなり、下流の反応液塗布部３へクリーニング液
２５の液漏れが多量に生じ、その結果次工程の反応液付与部３で反応液の付与量、濃度が
不安定になり画像品位が劣化することがある。
【００３４】
　クリーニング部７のクリーニング手段の構成としては、柔軟性ある多孔質部材で洗浄液
付与手段にて洗浄液を染み込みながら中間転写体表面を洗浄する方式がある。また、表面
にブラシあるいは柔軟性のあるブレードを備え、洗浄液を中間転写体表面に付与しながら
ブラシあるいは柔軟性のあるブレードで中間転写体表面の凝集させた色材成分（残留イン
ク）やゴミを除去する方式がある。クリーニング液とともにクリーニングを行う液式のク
リーニング方法であれば一般に使用される方法を利用することができる。
【００３５】
　（クリーニング液）
　クリーニング部７に使用されるクリーニング液２５は、インク中の色材成分を凝集させ
る成分を含有している。さらに、水、水溶性有機溶剤、界面活性剤等を含有していること
が好ましい。インク中の色材成分を凝集させる成分としては、上述の反応液が含有する色
材成分を凝集させる成分に関して列挙したような、多価金属塩やｐＨ処理剤が用いられる
。
【００３６】
　クリーニング液が含有する多価金属塩の金属イオン濃度は、１質量％以上が好ましい。
また、その成分のクリーニング液溶剤への溶解度で生じる金属イオン濃度以下であること
が好ましい。好ましくは、１質量％以上、２０質量％以下である。１％未満であるとクリ
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ーニング効果が低減することがある。２０質量％より多くなると、溶媒成分が蒸発するこ
とによる金属塩の結晶が析出しやすくなる。さらに、反応液と同一濃度以上であることが
望ましい。この理由は、高速記録で高速クリーニングを行った場合にクリーニングローラ
３０からクリーニング液２５の漏れが生じた場合、反応液とクリーニング液の混合により
局所的に反応液の金属イオン濃度が低下し、画像品位が劣化することがあるためである。
【００３７】
　用いられる金属イオン及びｐＨ処理剤、好ましいｐＨ、色材を凝集させる成分の含有量
は、上記反応液に関して記載したものと同じである。
【００３８】
　本発明は、クリーニング手段に用いられるクリーニング液がインク中の色材成分を凝集
させる成分を含有しているので、中間転写体上に付着する埃や塵を除去するだけでなく、
反応液と接触しなかった未凝集の残留インクを除去することができる。これは、中間転写
体上で反応液と接触しなかったインクが凝集せず、転写時において中間転写体と記録媒体
とに分離転写をすることから、未凝集インクの中間転写体上への親和力が強いものと推察
される。
【００３９】
　一方、本発明のインク中の色材成分を凝集させる成分を含有するクリーニング液を用い
て中間転写体上のクリーニングを行うと、未凝集のインクは凝集するため、中間転写体と
の親和力が減少し、残留インクが除去し易くなると推察される。
【００４０】
　インクが含有する色材成分を凝集させる成分と、クリーニング液が含有する色材成分を
凝集させる成分とは、同一の成分であることが好ましい。また、反応液と、クリーニング
液とが、同一の組成からなることが好ましい。即ち、反応液とクリーニング液との供給を
、同一の液体から行ってもよい。
【００４１】
　同一の成分あるいは同一組成であると、クリーニング終了時の中間転写体の表面にクリ
ーニング液が微量残った場合でも、次の反応液塗布工程で塗布する反応液の組成が大きく
変化することが抑制され、得られる最終画像を良好に形成できる。
【００４２】
　＜画像定着部＞
　画像定着部８は、転写部６の記録媒体排出側（図１の右側）に配置される。画像定着部
８には、記録媒体１３の表裏面に２つの定着ローラ３４、３５が設けられており、これら
定着ローラ３５、３６で記録媒体１３上に転写形成された画像を加圧、加熱することで、
記録媒体１３上の記録画像の定着性を向上させる。尚、定着ローラ３５、３６としては、
１個の加圧ローラと１個の加熱ローラからなる一対のローラ対が好ましい。
【００４３】
　＜概念図＞
　次に、本発明の記録方法の一概念図を図２に示す。画像形成装置１００において、ＣＰ
Ｕ１０１は、画像形成装置の動作の制御処理やデータ処理等を実行する。メモリ１０２は
、それらの処理手順等のプログラムを格納するＲＯＭ（不図示）と、それらの処理を実行
するためのワークエリア等として用いられるＲＡＭ（不図示）と、を含む記憶部である。
Ｉ／Ｆ１０３は、画像形成装置１００と、ホストコンピュータ等の画像データの供給源で
ある画像供給装置１１０と、の間において、データやコマンド等の情報を授受するための
インターフェイスである。
【００４４】
　バスライン１２０には、中間転写体ベルトの駆動ローラ１０の駆動部１０Ａ、反応液付
与部３、インク付与部４、溶媒除去部５、転写部６、クリーニング部７の各部が接続され
ている。さらに、バスライン１２０には、定着部８、記録媒体搬送部９、乾燥路の加熱ヒ
ータ１９Ａ、定着器加熱ヒータ８Ａの各部が接続されている。したがって、ＣＰＵ１０１
は、バスライン１２０を介して各部と適宜信号を授受しながら、所要の制御を実行するこ
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とができる。また、制御対象である各部には状態検出用センサが配設されており、それら
の検出信号は、バスライン１２０を介してＣＰＵ１０１に伝達することができる。
【００４５】
　＜フロー図＞
　次に、図３のフロー図に基づいて、本発明の記録方法の一連の記録動作について説明す
る。画像形成装置の電源が投入されて、記録の開始が指示されると、まず開始処理を実行
する（ステップＳ１）。その開始処理においては、中間転写体２のベルト駆動を開始させ
ると共に、乾燥路１９を加熱送風する加熱送風ヒータ１９Ａ、定着器に設けられたベルト
搬送部材１１と加圧ローラ２０のそれぞれ設けられたヒータをオンとする。これにより、
各部を所定温度に設定・調節することができる。この開始処理においては、必要に応じて
、記録媒体１３の搬送系における各部の位置設定等を行うことができる。さらに、後述す
る画像形成動作に先立って中間転写体２の表面のクリーニングを行うことが望ましい場合
には、クリーニング液塗布ローラ２９とクリーニング液拭き取りローラ３０を中間転写体
２に押圧させて、クリーニング液２５の塗布および中間転写体２の表面の清浄を行うよう
にしてもよい。
【００４６】
　コンピュータ等の画像供給装置１１０から画像信号を受け取ると、その画像信号に基づ
いて、インク吐出ヘッド１８による吐出動作を制御するための記録データを生成して、そ
れをメモリ領域へ展開する（ステップＳ２）。例えば、画像信号として、本例において使
用する各インク色（Ｋ、Ｃ、ＭおよびＹ）に対応し、かつノズルからのインクの吐出の有
無に対応する２値の画像信号が画像供給装置１１０から送られてくる場合には、その画像
信号に対してミラー反転処理を施す。そして、そのミラー反転処理されたデータは、イン
ク吐出動作を規制する記録データとして、各色インク吐出記録ヘッド用のメモリ領域に展
開する。３値以上の多値の画像信号が画像供給装置１１０から送られてくる場合には、Ｃ
ＰＵ１０１が所定の２値化処理プログラムを実行することによって、その画像信号を２値
の画像信号に変換する。そして、その変換後の画像信号にミラー反転処理を施して展開を
行う。
【００４７】
　より具体的に、解像度１２００ｄｐｉのカラー画像を記録する際には、まず、画像形成
装置内の画像処理部（不図示）が、画像供給装置１１０から送られた多値の画像信号を誤
差拡散法により２値化して、Ｋ、Ｃ、ＭおよびＹの２値化記録データを生成する。ステッ
プＳ３では、搬送駆動されている中間転写体２に対して、反応液付与部３の反応液付与ロ
ール１４によって反応液を付与する。その後、記録データ（インクの吐出データ）に基づ
いて、記録ヘッド１８（１８Ｋ、１８Ｃ、１８Ｍ、１８Ｙ）を駆動することにより、それ
らの記録ヘッド１８からインクを吐出させる。形成された中間画像は、水分を含む溶剤が
溶媒除去部５にて蒸発乾燥され、その後の転写に最適な条件とされる。
【００４８】
　一方、このように形成された中間転写体２上のインク像の位置と整合するように、記録
媒体１３の搬送を行う（ステップＳ４）。中間転写体２とベルト搬送部材１１と加圧ロー
ラ１９の間のニップ部に記録媒体１３の先端が到達すると、不図示のセンサにより検知さ
れる。その検知がなされると、カウンターローラ２６が転写ベルトに接触して駆動され、
そのカウンターローラ２６が記録媒体９と中間転写体２を介してローラ１３に押し当てら
れる。これにより、転写部５における各ローラの押圧制御装置によって所定の転写圧が付
与され、中間転写体２上の中間画像が記録媒体９上に転写される。
【００４９】
　以上のようにして、反応液の付与、中間画像の形成、記録媒体の搬送、および転写を含
む一連の動作により、１枚の記録媒体９に対する記録が完了すると、終了処理が行われる
（ステップＳ５）。さらに、クリーニング液塗布ローラ２９とクリーニング液拭き取りロ
ーラ３０を中間転写体２に当接させ、クリーニング液２５を塗布しながら中間転写体２の
表面をクリーニングする。中間転写体２が１回転したときに、クリーニング液塗布ローラ
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２９とクリーニング液拭き取りローラ３０を中間転写体２から離隔させる処理を行うこと
もできる。また、後続の記録媒体９に対しても記録を続ける場合には、画像信号に応じて
、上記の一連の動作を繰り返すことができる。一方、記録動作を終了して電源を切る場合
には、各ヒータの駆動および中間転写体２の回転駆動のオフを行う。
【実施例】
【００５０】
　以下に本発明の実施例及び比較例を示すが、本発明はこれらに限定されるものではない
。尚、以下の記載で「部」または「％」とあるのは、いずれも質量基準である。
【００５１】
　反応液、インク及びクリーニング液を以下のように調製した。
【００５２】
　＜反応液＞
　（反応系Ａ１）
　インク中の色材（顔料）を凝集する反応液Ａ１を、以下のようにして得た。即ち、以下
の成分を混合溶解した後、ポアサイズが０．２２μｍのメンブレンフィルタ（商品名：フ
ロロポアフィルタ、住友電工製）にて加圧濾過した後、水酸化カリウムでｐＨを５．８に
調整して反応液Ａ１とした。
・硝酸カルシウム・４水塩　　　　　　　　　　　　　　９０．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル）　　　　　１．０部
　（反応系Ａ２）
　インク中の色材（顔料）を凝集する反応液Ａ２を、以下のようにして得た。即ち、以下
の成分を混合溶解した後、ポアサイズが０．２２μｍのメンブレンフィルタ（商品名：フ
ロロポアフィルタ、住友電工製）にて加圧濾過した後、反応液のｐＨは４．０になるよう
に調整して反応液Ａ２とした。
・グルタル酸（ｐＨ処理剤）　　　　　　　　　      １０．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　      　１０．０部
・水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　      １．２部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　１．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ７７．８部
【００５３】
　＜インク＞
　上記反応液Ａ１及びＡ２と混合して凝集を引き起こす顔料インクとしてインクＫ（ブラ
ック）、Ｃ（シアン）、Ｍ（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）を調製した。
【００５４】
　（インクＫ）
　アニオン系高分子Ｐ－１（スチレン－メタクリル酸－エチルアクリレート、酸価４００
、重量平均分子量６，０００、固形分２０％の水溶液、中和剤：水酸化カリウム）を分散
剤として用いた。以下に示す材料をバッチ式縦型サンドミル（アイメックス製）に仕込み
、１ｍｍ径のガラスビーズをメディアとして充填し、水冷しつつ３時間分散処理を行った
。分散後の粘度は９ｃｐｓ、ｐＨは１０．０であった。この分散液を遠心分離機にかけ粗
大粒子を除去し、重量平均粒径１００ｎｍのカーボンブラック分散体を作製した。
・Ｐ－１水溶液（固形分２０％）　　　　　　　　　　　４０．０部
・カーボンブラック　Ｍｏｇｕｌ　Ｌ（キャブラック製）２４．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０部
・エチレングリコールモノブチルエーテル　　　　　　　　０．５部
・イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３５．０部
　次に、上記で得られた分散体を充分に拡散し、顔料を含有したインクＫを得た。インク
Ｋの固形分は、１０％であった。
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【００５５】
　（インクＣ）
　インクＫの作製の際に使用したアニオン系高分子Ｐ－１を分散剤として用い、以下に示
す材料を用いて、前記したカーボンブラック分散体の場合と同様の分散処理を行い、重量
平均粒径１２０ｎｍのシアン色分散体を作製した。
・Ｐ－１水溶液（固形分２０％）　　　　　　　　　　　３０．０部
・Ｃ．Ｉ．ビグメントブルー１５：３（ファストゲンブル－ＦＧＦ、大日本インキ化学製
）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０部
・ジエチレングリコールモノブチルエーテル　　　　　　　０．５部
・イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３５．０部
　上記で得られた分散体を充分に攪拌して、顔料を含有したインクＣを得た。インクＣの
固形分は、９．６％であった。
【００５６】
　（インクＭ）
　インクＫの作製の際に使用したアニオン系高分子Ｐ－１を分散剤として用い、以下に示
す材料を用いて、前記したカーボンブラック分散体の場合と同様の分散処理を行い、重量
平均粒径１１５ｎｍのマゼンタ色分散体を作製した。
・Ｐ－１水溶液（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　２０．０部
・Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド１２２（大日本インキ化学製）２４．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５．０部
・イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　３．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３５．０部
　上記で得られた分散体を充分に拡散して、顔料を含有したインクＭを得た。インクＭの
固形分は、９．２％であった。
【００５７】
　（インクＹ）
　アニオン系高分子Ｐ－２（スチレン－アクリル酸－メチルメタアクリレート、酸価２８
０、重量平均分子量１１，０００、固形分２０％の水溶液、中和剤：ジエタノールアミン
）を分散剤として用いた。以下に示す材料を、インクＫの作製の場合と同様に分散処理を
行い、重量平均粒径１０３ｎｍのイエロー色分散体を作製した。
・Ｐ－２水溶液（固形分２０％）　　　　　　　　　　　　３５．０部
・Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー１８０（ノバパームイエロー、ＰＨ－Ｇ、ヘキスト製）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４．０部
・トリエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
・ジエチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
・エチレングリコールモノブチルエーテル　　　　　　　　　１．０部
・イソプロピルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　０．５部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３５．０部
　次に、上記で得られた分散体を充分に拡散し、顔料を含有したインクＹを得た。インク
Ｙの固形分は、１０％であった。
【００５８】
　＜クリーニング液＞
（ＣＬ１）
・硝酸カルシウム・４水和物　　　　　　　　　　　　　　９０．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　　　１．０部
（ＣＬ２）
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・硝酸カルシウム・４水和物　　　　　　　　　　　　　　４５．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　　　１．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５．０部
（ＣＬ３）
・硝酸カルシウム・４水和物　　　　　　　　　　　　　　１５．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　　　１．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５．０部
（ＣＬ４）
・塩化カルシウム・２水和物　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　　　１．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８０．０部
（ＣＬ５）
・硝酸マグネシウム・６水和物　　　　　　　　　　　　　３０．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９．０部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　　　１．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６０．０部
（ＣＬ６）
・グルタル酸（ｐＨ処理剤）　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０．０部
・水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．２部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　　　１．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７７．８部
（ＣＬ７）
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０．０部
・アセチレノールＥＨ（川研ファインケミカル製）　　　　　１．０部
・水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６９．０部
【００５９】
　＜評価＞
　図１に示す画像形成装置を用いて、記録媒体に画像を形成した。まず、中間転写体上に
反応液Ａ１またはＡ２を付与した。反応液の付与は、反応液付与部のローラの一部にブレ
ードを当てて行い、中間転写体上には反応液が付与されていない領域を形成した。付与し
た領域の厚さは０．８μｍとした。次に、インクＫ、Ｃ、Ｍ、Ｙを、反応液を付与した中
間転写体上にインクジェット記録ヘッドより吐出し、単色の中間画像（１００％デューテ
ィー）を４つ形成した。形成後、中間画像の乾燥を行い、記録媒体（オーロラコート紙、
日本製紙製）に圧接して転写を行った。さらに転写後、上記クリーニング液ＣＬ１～ＣＬ
７を、画像形成装置のクリーニング部を用いて中間転写体に塗布し、クリーニングを行っ
た。
【００６０】
　＜クリーニング性＞
　クリーニング後の中間転写体の表面状態を観察した。中間転写体の表面状態の観察は、
透明粘着テープを中間転写体上に貼り付けて剥がし、さらに白色度の高い印刷用紙に貼り
付けた後、テープへのインクの転写状態から以下の基準で目視にて評価した。
◎；４色全てで残留インクは確認されない。
○；一部の色で残留インクが確認されるものの、僅かである。
△；一部の色で残留インクが明確に確認されるものの、大量ではない。
×；４色全てで残留インクが大量に確認される。
【００６１】
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　＜連続画像＞
　クリーニング後の中間転写体に対し、再度中間画像を形成した。この際、反応液付与部
のブレードを外し、中間転写体上全面に反応液を均一に塗布できる状態とし、続けてイン
クを吐出して１０％デューティーのドット画像を形成した。ドット形状から画質の良否を
、下記に基準で目視で判断した。
　出力１枚目の画像と、連続１０枚目の画像中のドット形状を比較して
◎；４色全てで差が判別できない。
○；一部の色でわずかに差があるが、ほぼ同じ形状である。
△；一部の色で、１０枚目の画像ではドット形状が乱れている。
×；４色全てで、１０枚目の画像ではドットの形状を取っていない。
【００６２】
　以上の結果を表１に示す。
【００６３】
【表１】

【００６４】
　実施例１～７では、クリーニング液がインク中の色材成分を凝集させる成分を含有して
いるため、クリーニング後の中間転写体上にゴミや塵、残留インクはほぼ残らなかった。
また、続けて画像を形成したが、次工程での画像への影響は無く、良好な画像が形成でき
た。比較例１では、クリーニング液がインク中の色材成分を凝集させる成分を含有してお
らず、クリーニング後の中間転写体上であっても残留インクが残っていた。また、続けて
画像を形成したが、中間転写体上の残留インクが残っていた位置に形成した中間画像の形
状が乱れ、転写性が低下し、良好な画像が形成できなかった。
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